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「環境を学ぶために」
長 峰  登 記 夫
　何か新しいことについて勉強しようとするとき、きっか
けは人それぞれ、十人十色です。家族が病気で入院したと
き、一生懸命世話をしてくれた看護師や医者の姿に感動し
て、看護師や医師をめざし勉強するというのは、よくある
ことです。これはある体験をきっかけに、何かについて学
ぶようになるという例です。
　同じ体験に基づくものでも、自分から積極的に働きかけ
ることによって、そのきっかけを作ることもあります。何
でも見てやろう、何でもやってみようの精神で行動する場
合で、そのとき重要なことは旺盛な好奇心です。それ以外
にも、学生であれば授業で学んだこと、授業で紹介された
本に触発され、そこから新たな世界に一歩を踏み入れると
いうこともよくあります。
　本号では、そうした新たな世界への一歩として、いくつ
かのテーマから、私たちが環境について学ぼうとすると
き、私たちの好奇心を刺激してくれるような本を紹介する
ことにしました。
　言うまでもなく、環境の勉強は範囲が広く、勉強の仕方
も伝統的な学問分野にとらわれない学際的なものになりま
す。ここで紹介する本はいずれも、そうした広い範囲のな
かから環境について勉強しようとするとき、導きの糸とな
ってくれるようなものばかりです。ここで紹介されている
本によって、皆さんがいっそう環境問題に興味を持ち、好
奇心を駆り立てられ、それが皆さんを新たな世界へと導い
てくれることを願っています。
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